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咽頭癌由来細胞 15 株を用いて MTT アッセイを行い，TXT (docetaxel)， CDDP(cisplatin)，
5-FU(5-fluorouracil)，各種薬剤に対する IC50（50%阻害濃度）を決定した．各細胞株から total RNA





NINJ2, PTGS1, KLK11，PED4D； 5FU：SEPW1, CDC25B, RCAN3, AGR2, 重複含む)の発現量が IC50
値と有意に相関することが確認された．そのうち，AGR2 と NINJ2 については，siRNA を用いたノ
ックダウン実験により，AGR2 の遺伝子発現量の低下は UT-SCC-70 細胞における TXT の IC50値の有
意な低下を引き起こし，一方，NINJ2 の遺伝子発現量の低下により UT-SCC-89 細胞の CDDP の IC50
値が有意に増加することを確認した． 
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今回の研究により，咽頭癌細胞株で TXT, CDDP, 5-FU の 3 剤の感受性と発現量が強く相関する
10 個の遺伝子を見いだした．そのうち，AGR2 と NINJ2 については，siRNA を用いた in vitro 実
験で，これらの遺伝子が各薬剤（TXT/CDDP）の感受性/耐性に直接影響を与えることが確認された．
今後，このようにして見つかったバイオマーカー候補について，臨床検体を用いた検証を行うと
共に，その作用機序についても明らかにしていく． 
 
 
